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春
日
部
市
粕
壁
の
中
心
地
に
位
置
す

る
仲
町
は
、
古
く
か
ら
そ
の
地
名
を
広

く
知
ら
れ
た
、
名
誉
あ
る
町
内
会
で
す
。

世
帯
数
こ
そ
、
今
は
二
二
〇
世
帯
と
他

地
区
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
決
し
て
広
く
は
な
い
地
域
の
中
に

凝
縮
さ
れ
た
都
市
体
形
が
整
っ
て
い
ま

す
。
長
年
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
、
ま

た
最
近
越
し
て
来
ら
れ
た
方
も
仲
良
く

集
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
け
ま

す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
町
町
内
会
は
、
会
長
一
名
、
副
会

長
二
名
、
会
計
二
名
、
理
事
七
名
、
班

長
一
四
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
組
織

と
し
て
は
、
婦
人
部
、
青
年
部
、
福
寿

会
、
育
成
会
、
仲
町
底
抜
け
屋
台
の
会

が
あ
り
ま
す
。

町
内
会
行
事
と
し
て
、
ま
ず
、
全
町

内
の
方
々
が
集
う
新
年
会
が
一
年
の
行

事
の
始
ま
り
で
す
。
次
に
、
年
の
初
め

の
恒
例
行
事
と
し
て
青
年
部
主
催
、
婦

人
部
の
応
援
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
。
子

ど
も
た
ち
は
、
餅
が
食
べ
放
題
で
、
メ

ン
コ
や
コ
マ
回
し
等
の
昔
の
遊
び
に
夢

中
で
す
。
や
が
て
大
人
た
ち
も
加
わ
り

楽
し
く
年
の
初
め
を
祝
い
ま
す
。

三
月
に
は
古
利
根
川
の
清
掃
に
早
春

の
汗
を
流
し
て
和
の
結
束
を
図
り
ま
す
。

四
月
に
入
る
と
、
新
旧
役
員
さ
ん
の
合

同
役
員
会
。
五
月
に
は
総
会
を
開
催
し
、

本
年
度
人
事
及
び
実
行
項
目
を
承
認
し

て
頂
き
ま
す
。

六
月
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
行
う
と
、

も
う
町
内
を
あ
げ
て
夏
祭
り
の
準
備
で

す
。
お
祭
り
当
日
は
、
町
の
中
心
部
の

仲
町
で
す
か
ら
大
勢
が
参
加
い
た
し
ま

す
。
底
抜
け
屋
台
も
、
子
ど
も
た
ち
が

手
踊
り
を
笛
・
太
鼓
・
三
味
線
に
合
わ

せ
て
可
愛
く
踊
り
、
お
祭
り
の
人
気
者

で
す
。
学
校
の
夏
休
み
に
入
る
と
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が
あ
り
ま
す
。
他
町

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ
る
く

ら
い
大
変
楽
し
い
大
会
で
す
。

秋
に
は
防
災
訓
練
に
町
内
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
十
月
の
体
育
祭

に
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
い
か

ん
せ
ん
二
二
〇
世
帯
の
町
内
で
は
、
選

手
集
め
に
も
苦
労
が
多
く
、
残
念
な
が

ら
昔
の
よ
う
な
好
成
績
は
あ
げ
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

十
二
月
に
な
る
と
会
費
制
の
忘
年
会
。

酔
う
ほ
ど
に
町
内
会
の
運
営
に
助
言
・

苦
言
を
呈
さ
れ
、
役
員
の
皆
様
が
町
内

会
を
愛
さ
れ
て
の
本
音
の
発
言
と
本
当

に
参
考
に
な
り
ま
す
。

仲
町
は
、
本
当
に
仲
の
良
い
町
内
で

す
。
各
町
内
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
お
い
で
か
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
苦
労
な
ど
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
た
ち
の
地
区
、
八
丁
目
新
町
を
紹

介
し
ま
す
。
古
利
根
川
に
か
か
る
新
町

橋
の
通
り
（
県
道
惣
新
田
春
日
部
線
）

で
、
両
側
の
町
並
は
半
世
紀
位
前
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
世
帯
数
が
変
わ
ら
な
い
小
さ

な
地
域
で
、
一
〇
一
世
帯
で
す
。
新
町

橋
は
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
の
コ

ラ
ム
夏
ま
つ
り
紹
介
に
、
大
正
一
〇
年

に
木
造
の
新
町
橋
を
新
町
の
山
車
が
大

勢
の
町
会
の
人
達
に
引
か
れ
て
渡
る
様

子
と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代

の
新
町
地
区
は
相
当
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
一
年
間
の
行
事
を

紹
介
し
ま
す
。
一
月
に
は
、
元
旦
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
町
内
に
は
、
八
丁

目
地
区
の
神
社
（
香
取
、
八
坂
、
稲
荷
、

合
社
）
が
奉
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
日

に
は
、
初
参
り
の
方
々
が
大
勢
参
拝
に

こ
ら
れ
ま
す
。
破
魔
矢
売
り
、
お
み
く

じ
引
き
、
御
縁
銭
の
配
布
、
お
御
輿
も

八
友
会
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、

太
鼓
同
好
会
の
皆
さ
ん
の
太
鼓
打
ち
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
八
友
会
の
人

た
ち
が
甘
酒
を
ふ
る
ま
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
す
。

四
月
は
総
会
、
六
月
は
市
主
催
の
ク

リ
ー
ン
デ
ー
に
参
加
、
七
月
に
は
春
日

部
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
祭

り
に
は
、
町
会
の
山
車
が
パ
レ
ー
ド
に

出
ま
す
。
四
基
の
山
車
の
一
基
で
す
。

新
町
地
区
の
一
年
間
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
二
か
月
前
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
山
車
は
、
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
二
、
〇
〇
〇
キ
ロ

で
、
明
治
初
期
に
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。
古
い
伝
統
あ
る

山
車
を
維
持
す
る
た
め
に
、

先
輩
の
地
区
長
の
皆
様
方
は
、

並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
前
地
区
長
の

斉
田
周
作
氏
の
時
の
平
成
十
年
八
月
に

山
車
大
修
理
の
話
が
あ
り
、
二
年
間
祭

り
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
を
休
む
こ
と
に

決
ま
り
、
前
地
区
長
と
と
も
に
、
町
内

一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
合
い
資
金
の
目

途
が
付
き
大
修
理
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
十
二
年
の
夏
ま
つ
り
に
は

め
で
た
く
大
修
理
が
完
成
し
て
、
パ
レ

ー
ド
に
参
加
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
は
幸
松
地
区
体
育
祭
に
参
加
、
十

一
月
は
幸
松
地
区
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
参

加
、
一
月
は
新
年
会
、
三
月
は
古
利
根

川
清
掃
を
行
い
ま
す
。
地
区
の
役
員
は

地
区
長
、
副
地
区
長
二
名
、
会
計
、
書

記
、
会
計
監
査
、
組
長
一
二
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
新
町
橋
の

架
け
替
え
工
事
は
平
成
十
七
年
度
中
に

完
成
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
新
町
橋
は

町
内
会
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
新
し
く

な
る
新
町
橋
は
橋
の
上
で
隅
切
り
が
あ

る
と
て
も
珍
し
い
橋
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
八
丁
目
地
区
の
各
地
区
長
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
で
設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
地
区
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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当
自
治
会
は
、
正
善
小
学
校
正
門
前

か
ら
国
道
四
号
線
に
向
か
っ
て
広
が
る

約
二
五
〇
世
帯
の
自
治
会
で
す
。

次
に
、
当
地
区
の
主
な
活
動
を
月
別

に
紹
介
し
ま
す
。

四
　
月

自
治
会
内
に
て
火
災
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
は
も
と
よ

り
、
各
班
長
に
お
願
い
を
し
て
会
員

か
ら
募
金
を
集
め
、
被
災
者
に
見
舞

金
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

六
　
月

第
一
回
備
後
下
地
区
ミ
ニ
運

動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
に

は
一
〇
〇
名
ほ
ど
集
ま
り
、
準
備
体

操
に
始
ま
り
、
紅
白
に
分
か
れ
て
綱

引
き
・
パ
ン
く
い
競
争
の
ほ
か
地
区

対
抗
種
目
を
行
い
ま
し
た
。
昼
に
は

カ
レ
ー
と
パ
ン
、
焼
き
そ
ば
を
参
加

者
に
配
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り

ま
し
た
。

七
　
月

納
涼
祭
。
正
善
小
学
校
校
庭

に
や
ぐ
ら
を
組
み
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と

抽
選
会
の
ほ
か
、
自
治
会
ご
と
に
模

擬
店
を
出
し
ま
し
た
。
当
自
治
会
は

焼
き
鳥
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
焼
き

と
う
も
ろ
こ
し
の
店
を
、
担
当
班
を

決
め
て
出
し
ま
し
た
。

九
　
月

地
区
体
育
祭
に
向
け
て
選
手

集
め
に
翻
弄
さ
れ
た
一
か
月
で
し

た
。

十
　
月

武
里
地
区
体
育
祭
は
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手
と
し

て
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
閉
会
式
に
お

い
て
は
春
日
部
市
市
制
施
行
五
〇
周

年
記
念
に
あ
た
り
、
万
歳
三
唱
の
大

役
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
一
月

地
区
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
強
風
の
た
め
に
消
火
訓
練
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月

も
ち
つ
き
大
会
前
日
の
大
雨

も
上
が
り
、
二
〇
キ
ロ
の
餅
と
二
〇

キ
ロ
の
赤
飯
と
豚
汁
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
売
り
上
げ
と
入
場
料
と
募

金
を
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者

へ
寄
附
し
ま
し
た
。

十
二
月

地
区
の
防
犯
巡
回
を
、
三
班

を
一
組
と
し
て
週
二
回
の
当
番
表
を

作
り
、
拍
子
木
三
組
・
赤
色
灯
二

本
・
懐
中
電
灯
二
個
を
購
入
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
巡
回
日
誌
を
つ
け
て

い
ま
す
。

そ
の
他
、
当
自
治
会
会
員
に
よ
る
ク

ラ
ブ
活
動
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
参
加

は
自
由
で
す
。
染
谷
忠
保
先
生
の
指
導

の
も
と
月
二
回
第
二
・
四
日
曜
日
に
詩

吟
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
武
里
東
公
民
館
で
、
月
一
回
大

河
内
光
治
さ
ん
の
料
理
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
男
女
三
〇
歳
か
ら
七
〇
歳

代
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
引
き
続
き
行
い
、

`
輪
を
広
げ
、
和
の
あ
る
a
住
み
よ
い

正
善
第
二
自
治
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

ぜ
ひ
会
長
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

荻
原
自
治
会
は
、
豊
野
地
区
の
最
北

端
に
位
置
し
、
東
武
野
田
線
「
藤
の
牛

島
駅
」
よ
り
徒
歩
に
て
十
分
以
内
と
い

う
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
か
ら
、
最
近
は
、

住
宅
の
建
設
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
自
治
会
加
入
世
帯
は
二
〇
〇
軒
ほ

ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト

居
住
世
帯
六
〇
軒
は
残
念
な
が
ら
未
加

入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昔
、
私
が
組

長
を
し
て
い
た
四
〇
年
ほ
ど
前
は
三
〇

軒
ほ
ど
の
小
さ
い
自
治
会
で
し
た
が
、

今
日
で
は
一
七
〇
軒
も
増
加
し
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

地
区
の
お
祭
り
も
お
稲
荷
様
の
初
午

の
日
に
祈
願
お
祝
い
を
氏
子
会
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
地
蔵
様
の
お

祭
り
を
八
月
二
十
三
日
に
盛
大
に
行
い

ま
す
。
最
近
、
お
地
蔵
様
に
お
参
り
を

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

お
賽
銭
は
、
お
地
蔵
様
の
維
持
費
に
充

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
関
係
で
は
、
豊
野
北
地
区
合
同

の
訓
練
を
行
い
ま
し
て
、
市
か
ら
の
助

成
金
に
よ
り
、
昨
年
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

二
五
個
、
今
年
は
防
災
倉
庫
を
購
入
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
訓
練
に
励
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
は
、
地
区
の
総
会
を
行
い
ま

す
。
会
長
、
副
会
長
（
二
名
）、
会
計
、

監
査
（
二
名
）、
氏
子
総
代
（
二
名
）、

保
健
推
進
員
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
（
三

名
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
学
校
二
名
・
中
学
校

一
名
）、
そ
の
他
農
業
委
員
と
一
五
名
の

班
長
で
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

班
長
は
一
年
そ
れ
以
外
の
役
員
は
二
年

の
任
期
で
す
。

五
月
に
は
、
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

て
役
員
の
多
数
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、

全
地
区
を
清
掃
し
ま
す
。
九
月
に
は
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
一

〇
月
に
開
催
さ
れ
る
豊
野
地
区
体
育
祭

に
は
多
数
の
方
が
参
加
を
し
て
お
り
ま

す
。荻

原
地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
増
戸
地
区
は
、
国
道

十
六
号
及
び
春
日
部
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
を
挟
ん
で
両
側
に
位
置
し
、
東

北
自
動
車
道
岩
槻
イ
ン
タ
ー
か
ら
の
渋

滞
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
朝
夕
の
時
間

は
車
の
往
来
が
激
し
い
地
域
で
あ
り
ま

す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会∫
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昭
和
二
十
九
年
の
一
町
四
か
村
の
合

併
前
は
僅
か
三
五
世
帯
弱
の
戸
数
と
、

先
人
よ
り
伺
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

二
六
一
世
帯
強
の
数
に
な
り
、
合
併
前

の
約
九
倍
以
上
の
世
帯
数
に
な
り
ま
し

た
。私

た
ち
の
自
治
会
組
織
を
紹
介
し
ま

す
。
地
区
長
一
名
、
副
地
区
長
三
名
、

会
計
一
名
、
監
査
二
名
及
び
班
長
一
九

名
で
構
成
さ
れ
、
状
況
に
応
じ
て
役
員

会
・
班
長
会
・
報
告
会
等
を
開
催
し
自

治
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
行
事
と
し
て
は
、
三
月
の
総

会
を
初
め
に
、
月
一
度
の
ち
び
っ
子
広

場
、
地
区
弁
天
様
の
清
掃
、
六
月
一
日

の
市
内
全
地
域
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
、

地
区
長
・
ク
リ
ー
ン
推
進
員
を
中
心
に

地
区
全
員
参
加
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
二
日
は
、
防
災
訓
練
に
も
、

増
戸
自
主
防
災
会
と
土
嚢
訓
練
体
験
者

合
わ
せ
て
二
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
十
月
三
日
は
、
豊
春
地
区
体
育

祭
と
の
こ
と
で
隣
接
地
区
の
増
富
・
増

富
東
地
区
と
の
合
同
の
青
チ
ー
ム
と
し

て
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
役

員
は
じ
め
選
手
の
皆
さ
ん
が
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
台
風
の
接
近
に
よ
り

延
期
に
な
り
最
終
的
に
は
中
止
と
な
り
、

全
く
残
念
で
し
た
。

埼
玉
国
民
体
育
大
会
に
あ
た
り
当
地

区
で
も
増
戸
民
泊
協
力
会
と
し
て
宿
泊

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
峯
山
住
職
宅
に

は
、
少
年
女
子
卓
球
茨
城
県
代
表
校
チ

ー
ム
が
宿
泊
し
、
歓
迎
会
で
は
い
ろ
い

ろ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
初
日
の
競

技
に
は
班
長
他
数
名
で
の
応
援
に
参
加

し
、
勝
利
を
収
め
、
全
員
で
喜
び
合
い

ま
し
た
。
二
日
目
の
競
技
に
も
勝
利
を

目
標
に
地
区
総
出
で
応
援
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。
送
別
会
に
は
、
監
督
か
ら
「
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
声
援
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
、
お

礼
の
言
葉
を
頂
き
和
や
か
に
終
わ
り
ま

し
た
。

地
域
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
昨
年

よ
り
防
犯
推
進
員
は
も
と
よ
り
、
子
供

会
役
員
、
中
学
班
役
員
等
と
春
・
夏
・

冬
休
み
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
地

域
安
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
民

生
委
員
・
福
祉
協
力
委
員
さ
ん
の
協
力

を
頂
き
、
毎
月
一
度
の
茶
飲
み
会
、
会

費
制
度
の
食
事
会
等
を
催
し
、
お
話
し

会
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
等
で
楽
し
み

合
い
、
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
す
。

鎮
守
の
神
明
神
社
行
事
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
を
上
・
中
・
下
の
三
組
に
分
け
、

各
組
氏
子
代
表
役
員
を
中
心
に
境
内
の

清
掃
、
新
年
祭
、
祭
礼
、
九
日
祭
、
新

嘗
祭
等
の
行
事
を
一
年
交
替
で
、
神
主

さ
ん
に
来
て
も
ら
い
祈
願
を
し
て
頂
き

皆
さ
ん
で
祝
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
会
・
民
踊
会
・
舞
踊
藤
の

会
・
民
謡
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
・
老
人
会
・
青

和
会
・
子
供
会
・
つ
く
し
会
等
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
地
区
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

微
力
な
私
で
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆

様
が
増
戸
地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
今
後
の
地

区
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
川
久
保
自
治
会
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
南
は
緑
小
学
校
、

北
は
粕
壁
ポ
ン
プ
場
の
近
く
の
稲
荷
神

社
ま
で
に
位
置
し
、
東
武
野
田
線
を
挟

ん
で
北
側
の
粕
壁
東
四
丁
目
か
ら
六
丁

目
の
一
部
、
南
は
緑
町
二
丁
目
か
ら
五

丁
目
の
一
部
で
す
。
ま
た
、
古
利
根
川

沿
い
に
あ
る
川
久
保
公
園
も
四
月
頃
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
東
側
に
古
利
根

川
が
流
れ
る
住
宅
地
で
、
世
帯
数
約
一
、

四
三
〇
戸
の
町
会
で
す
。

地
区
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
顧
問

一
名
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
会

計
二
名
、
監
事
二
名
、
理
事
一
三
名
、

組
長
一
四
名
、
班
長
六
八
名
で
す
。
子

供
育
成
会
・
婦
人
会
・
寿
会
・
ク
リ
ー

ン
春
日
部
推
進
員
・
保
健
推
進
員
・
民

生
児
童
委
員
・
春
日
部
地
方
交
通
安
全

協
会
第
五
支
部
・
夏
祭
り
実
行
委
員
会

で
、
皆
様
方
多
数
の
御
協
力
を
頂
き
地

区
運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

年
の
始
め
の
一
月
に
役
員
一
同
、
組

長
、
班
長
、
各
種
団
体
の
皆
様
方
や
議

員
を
交
え
て
新
年
の
集
い
を
行
い
、
自

治
会
全
体
の
親
睦
を
深
め
町
内
行
事
に

対
し
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
三
月

に
は
、
総
会
を
行
い
一
年
間
の
事
業
計

画
を
決
議
し
、
承
認
を
済
ま
せ
ま
す
。

ま
た
、
古
利
根
川
の
清
掃
を
し
、
空
缶

や
ご
み
拾
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
四

月
に
は
、
緑
小
学
校
の
校
門
や
通
学
路

で
、
交
通
安
全
協
会
の
役
員
が
新
入
生

の
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
は
、
地
域
内

の
清
掃
を
行
い
、
終
了
後
に
参
加
者
全

員
が
川
久
保
自
治
会
館
で
、
Ｓ
Ｓ
川
久

保
会
と
婦
人
会
の
主
催
で
豚
汁
の
サ
ー

ビ
ス
を
毎
年
受
け
て
お
り
ま
す
。
七
月

の
夏
ま
つ
り
に
は
、
午
前
の
部
と
し
て

子
供
御
輿
と
山
車
で
町
内
を
回
り
、
午

後
の
部
と
し
て
春
日
部
夏
ま
つ
り
の
御

輿
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
補
導

会
を
組
織
し
、
夜
間
の
七
時
か
ら
九
時

ま
で
町
内
を
巡
回
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
盆

踊
り
大
会
も
盛
大
に
行
い
、
模
擬
店
も

各
種
団
体
の
皆
様
が
出
店
し
、
特
に
、

焼
き
そ
ば
は
二
日
間
で
二
千
食
以
上
も

販
売
さ
れ
人
気
が
あ
り
ま
す
。
十
月
に

は
、
粕
壁
地
区
体
育
祭
に
参
加
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
お
り
ま

す
。
十
月
末
に
は
、
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ

国
体
が
開
催
さ
れ
、
私
た
ち
の
川
久
保

も
、
自
治
会
館
に
千
葉
県
少
年
女
子
チ

ー
ム
を
受
け
入
れ
、
盛
大
に
歓
迎
し
ま

し
た
。
応
援
に
も
行
き
、、
女
子
は
三
回

戦
ま
で
進
み
、
福
原
愛
ち
ゃ
ん
の
所
属

す
る
青
森
県
チ
ー
ム
と
対
戦
し
惜
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
立
派
な
成
績
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
十
一
月
に
入
る
と
、

Ｓ
Ｓ
川
久
保
会
の
皆
様
が
自
主
的
に
夜

警
を
行
い
、
違
法
駐
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
活
力
の
あ
る
住
民
の
た
め
の

開
か
れ
た
町
会
を
目
指
し
て
、
今
後
も

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
御
支
援
御
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ª
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私
た
ち
の
住
む
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

春
日
部
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
十
一
年

四
月
、
内
牧
四
区
地
区
よ
り
独
立
し
て
、

五
棟
二
二
九
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
内
牧

地
区
十
一
番
目
の
新
し
い
地
区
で
す
。

環
境
は
良
く
、
ま
だ
緑
の
多
い
閑
静
な

街
で
す
。

平
成
元
年
に
入
居
が
始
ま
り
、
平
成

二
年
度
に
は
管
理
組
合
・
自
治
会
・
子

供
会
が
発
足
し
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

自
治
会
会
員
の
大
半
が
会
社
員
世
帯
で

構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
役
員
は
輪
番

制
と
い
う
形
で
住
民
皆
が
平
等
に
責
任

を
負
い
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。内

牧
地
区
内
の
行
事
・
大
会
に
は
、

独
立
以
前
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
近
隣

地
区
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
な
が
ら
も
、
各
大
会
一
回
優
勝

と
い
う
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
に
お
い
て
も
、

入
居
当
初
か
ら
続
い
て
い
る
夏
祭
り
・

も
ち
つ
き
大
会
を
軸
に
、
各
種
の
行
事

を
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
協
力
を
得
て
行
う
、
月
一
回

の
廃
品
回
収
は
、
今
で
も
自
治
会
活
動

の
大
事
な
資
金
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
自
主
防
災
会
主
催
に

よ
る
防
災
訓
練
を
年
四
回
行
っ
て
い
ま

す
。
管
理
組
合
の
協
力
を
得
て
機
材
を

購
入
し
、
一
回
は
市
の
災
害
対
策
室
の

指
導
を
受
け
、
他
の
三
回
は
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
被
害
を
想
定
し
て

行
い
ま
す
。
避
難
誘
導
か
ら
始
ま
り
、

レ
ス
キ
ュ
ー
・
消
火
・
救
護
・
設
営
等

の
訓
練
を
行
い
、
最
後
に
参
加
し
た
会

員
と
非
常
食
の
試
食
、
炊
き
出
し
の
お

に
ぎ
り
を
食
べ
反
省
会
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
会
員
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
一
つ
一

つ
ク
リ
ア
し
て
住
み
良
い
街
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

役
員
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
地
区
は
、
武
里
地
区
の
ほ

ぼ
中
心
地
に
位
置
し
、
武
里
小
学
校
・

消
防
分
署
・
農
協
等
が
あ
り
、
武
里
中

学
校
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

朝
夕
の
登
下
校
時
に
は
大
変
混
み
合

う
の
で
事
故
の
な
い
よ
う
に
気
配
り
し

て
お
り
ま
す
。

小
学
校
北
側
に
隣
接
し
て
御
鎮
座
七

八
〇
有
余
年
を
経
た
稲
荷
神
社
が
あ
り
、

昔
か
ら
備
後
須
賀
稲
荷
と
し
て
近
郊
の

方
々
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
大
祭
は
三
月
第
一
日
曜

日
に
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
神
楽
等
も

奉
納
さ
れ
夕
方
に
は
神
輿
渡
行
も
行
わ

れ
ま
す
。
境
内
に
は
出
店
が
軒
を
連
ね

て
立
ち
並
び
、
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま

す
。人

口
の
増
加
に
伴
い
、
年
中
参
拝
者

が
訪
れ
、
境
内
で
の
会
話
が
地
域
住
民

の
拠
り
所
と
し
て
、
役
立
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

四
月
に
総
会
を
開
き
ま
す
が
加
入
世

帯
は
三
〇
三
世
帯
で
、
役
員
は
、
会

長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
査
の
各
一
名

で
、
顧
問
が
別
に
お
り
ま
す
。
他
に
体

育
関
係
役
員
八
名
、
防
災
防
犯
を
兼
ね

た
役
員
八
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

五
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ー
ン
デ

ー
に
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
四
名
と
班

長
四
〇
名
が
四
班
に
分
か
れ
て
地
区
内

を
見
回
り
ま
す
。
余
っ
た
時
間
が
あ
る

と
誰
か
が
声
を
か
け
神
社
境
内
等
の
掃

除
を
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
に
入
る
と
、
九
月
の
第
二
日
曜

日
に
行
わ
れ
る
五
自
治
会
連
合
の
運
動

会
に
向
か
っ
て
、
体
育
関
係
役
員
と
協

議
を
重
ね
各
自
治
会
対
抗
種
目
に
つ
い

て
選
手
選
考
い
た
し
ま
す
が
、
少
子
化

で
子
供
が
少
な
く
自
宅
を
訪
れ
て
出
場

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
当
日
の
昼
食
に
つ
い
て
は
、
班
長

さ
ん
の
手
伝
い
で
拙
宅
に
て
手
作
り
の

混
ぜ
ご
飯
を
作
り
飯
台
に
て
会
場
に
運

び
、
役
員
・
選
手
・
応
援
者
全
員
で
会

話
に
花
を
咲
か
せ
テ
ン
ト
の
下
で
食
べ

る
食
事
は
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
種
目
別
優
勝
チ
ー
ム
が
次
の
武

里
地
区
体
育
祭
に
出
場
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
子
供
た
ち
を
狙
っ
た
犯
罪
が

テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
区
内
に
も
防
犯
に
対
す
る
意

識
が
非
常
に
高
く
、
安
心
し
た
街
に
す

る
と
言
う
こ
と
で
、
防
犯
委
員
と
防
災

委
員
に
よ
り
協
議
を
重
ね
、
警
察
生
活

安
全
課
に
相
談
し
て
指
示
ど
お
り
の
組

織
を
九
月
に
発
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
備
品
と
し
て
帽
子
、
腕
章
、
赤

色
灯
の
三
点
一
組
を
一
二
名
の
方
に
渡

し
て
、
十
月
よ
り
毎
週
一
回
の
活
動
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
地
区
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
特
に
、
年
末
年

始
の
防
犯
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

新
年
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
毎
年
一

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
全
員
に
呼
び
か

け
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
募
り
盛

大
に
行
っ
て
い
ま
す
。
賞
品
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

い
ま
す
が
、
特
に
、
野
菜
の
賞
品
が
皆

さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
来

年
は
多
く
の
出
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
ご
多
幸
、
ま
た
、
地
区
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
た
ち
の
住
む
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

県
道
西
宝
珠
花
・
春
日
部
線
を
南
西
に
、

国
道
十
六
号
線
、
ま
た
、
樋
篭
耕
地
を

横
切
る
埼

広
域
農
道
が
あ
り
、
北
に

杉
戸
町
、
東
側
は
庄
内
古
川
（
中
川
）

が
流
れ
、
川
向
こ
う
は
庄
和
町
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
庄
内
古
川
沿
い
の
地
区
で

す
。
周
り
は
農
地
で
静
か
な
環
境
の
良

い
地
域
で
戸
数
は
七
〇
世
帯
で
あ
り
ま

す
。
以
前
は
道
路
も
整
備
さ
れ
て
な
く

不
便
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
よ
り

農
地
も
整
備
さ
れ
道
路
も
舗
装
に
な
り

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

倉
松
川
と
庄
内
古
川
に
囲
ま
れ
た
地

域
で
す
の
で
、
台
風
時
期
に
な
る
と
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外
郭
放

水
路
が
完
成
し
、
今
で
は
水
の
心
配
も

な
く
な
り
安
心
し
た
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
一
月
に
、

新
年
会
を
全
員
に
呼
び
か
け
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
三
月
は
総
会
を
行
い
ま
す
。

五
月
の
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
は
、
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
地
区
全
域
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
、
公
園
及
び
ち
び
っ
こ
広
場
の
清
掃

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
周
り
が
農
地

の
た
め
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
非
常
に

多
く
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
皆
さ
ん
は

大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
八
月

に
は
、
夏
祭
り
を
行
っ
て
お
り
大
人
と

子
供
の
御
輿
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

皆
さ
ん
高
齢
に
な
り
、
子
供
の
御
輿
を

中
心
に
地
区
を
回
り
、
そ
の
後
、
集
会

所
で
食
事
を
し
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。
十

月
は
、
幸
松
地
区
体
育
祭
が
催
さ
れ
地

区
長
、
体
育
振
興
委
員
の
方
が
中
心
と

な
っ
て
選
手
選
考
会
を
開
き
選
手
を
決

め
ま
す
。
ま
た
、
全
員
の
方
に
呼
び
か

け
、
参
加
し
て
頂
き
一
日
皆
さ
ん
で
汗

を
か
き
、
そ
の
後
反
省
会
を
行
い
地
域

の
親
睦
を
図
る
場
に
な
れ
ば
良
い
と
役

員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
十
一
月
第
三
日
曜
日
に
は
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
訓

練
の
内
容
は
、
天
ぷ
ら
鍋
の
消
火
訓
練
、

通
報
、
消
火
栓
放
水
、
炊
き
出
し
で
、

特
に
消
火
器
の
使
い
方
を
重
点
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
全
員
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
毎
年
一
二
〇
人
ほ
ど
の
方
が
熱
心

に
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
終
了
後
、

皆
さ
ん
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
、
と
ん
汁

を
食
べ
な
が
ら
話
し
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
参
加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
の
尚
一
層
の
ご
協
力

を
頂
き
住
み
良
い
地
区
に
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
区
発
展
の

た
め
、
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
藤
ヶ
丘
自
治
会
は
、

東
武
野
田
線
の
「
藤
の
牛
島
駅
」
に
近

く
、
東
側
は
庄
内
古
川
（
中
川
）
が
流

れ
る
静
か
な
住
宅
街
で
す
。
昭
和
四
十

七
年
か
ら
四
十
八
年
に
か
け
て
転
居
し

て
き
た
人
た
ち
だ
け
で
、
翌
四
十
九
年

に
結
成
さ
れ
た
自
治
会
で
す
。
現
在
の

世
帯
数
は
、
四
六
五
世
帯
で
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
十
一
年
に
は
、
自
治
会
結
成
以

来
積
み
立
て
て
き
た
基
金
で
、
新
し
い

集
会
所
も
落
成
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
内
に
は
、
大
き
な
建
物
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
南
端
に
隣
接
し
て

藤
塚
公
民
館
が
あ
り
、
ま
た
、
平
成
十

四
年
に
は
、
藤
塚
野
口
公
園
が
出
来
ま

し
た
の
で
、
会
員
有
志
に
よ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
も
立
ち
上
が
り
、

健
康
増
進
に
親
睦
に
大
い
に
利
用
し
て

お
り
ま
す
。

自
治
会
組
織
は
、
大
き
く
四
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
班
が

三
一
班
あ
り
ま
す
。
各
班
よ
り
一
名
の

代
議
員
が
選
出
さ
れ
て
、
総
務
部
・
会

計
部
・
防
災
部
・
清
掃
部
・
厚
生
部
・

婦
人
部
・
児
童
部
の
い
ず
れ
か
に
属
し

て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
会
長
一
名
、

副
会
長
三
名
、
正
副
書
記
長
各
一
名
で
、

毎
月
第
一
土
曜
日
に
集
会
所
に
お
い
て
、

定
例
代
議
員
会
を
開
き
、
各
部
の
報
告
、

連
絡
、
行
事
の
役
割
分
担
等
を
決
め
て

い
ま
す
。
随
時
三
役
会
も
開
き
諸
問
題

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会

通
信
を
発
行
し
て
、
会
員
の
冠
婚
葬
祭
、

転
入
転
出
、
毎
月
の
活
動
や
行
事
を
報

告
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
主
な
行
事
は
、
公
民
館
を
借

り
て
開
催
す
る
総
会
に
始
ま
り
、
春
秋

の
側
溝
清
掃
、
市
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

参
加
、
募
金
活
動
、
合
同
防
災
訓
練
、

体
育
祭
、
敬
老
の
集
い
等
あ
り
ま
す
。

最
大
の
行
事
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
頃

に
二
日
間
開
催
す
る
納
涼
祭
で
す
。
新

興
住
宅
の
た
め
、
伝
統
や
由
緒
あ
る
も

の
は
何
も
な
い
私
た
ち
は
、
は
じ
め
は

手
作
り
の
山
車
や
御
輿
を
子
供
た
ち
が

引
い
て
お
祭
り
を
し
ま
し
た
。
今
は
、

自
治
会
の
サ
ポ
ー
ト
会
、
藤
友
会
の
皆

様
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
で
盛
大
な

納
涼
祭
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
行
事

を
通
し
て
、
今
の
子
供
た
ち
が
、
こ
こ

が
自
分
の
故
郷
と
感
じ
て
、
将
来
情
緒

豊
か
な
、
そ
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
大

人
に
成
長
し
て
く
れ
た
ら
い
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
御
輿
の
担
ぎ
手
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
速
度
の
速

い
時
代
を
、
自
治
会
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
け
ば
よ
い
か
皆
で
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る

街
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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南
中
曽
根
地
区
会
は
、
東
武
野
田
線

「
豊
春
駅
」
よ
り
北
東
に
位
置
し
、
豊
春

小
学
校
、
豊
春
中
学
校
、
宮
川
小
学
校
、

清
秀
幼
稚
園
に
囲
ま
れ
、
地
区
の
西
側

に
旧
古
隅
田
川
が
流
れ
、
農
家
と
住
宅

が
混
在
す
る
閑
静
な
住
宅
街
で
す
。

代
々
こ
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に
、

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
十
九
年

七
月
の
一
町
四
カ
村
合
併
の
時
に
、
荒

神
組
（
現
在
の
一
組
）、
八
幡
組
（
同
二

組
）、
神
明
組
（
同
三
組
）
の
五
十
六
世

帯
で
「
地
区
会
」
ら
し
き
も
の
を
立
ち

上
げ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
五

十
二
年
の
四
月
に
、
一
組
か
ら
七
組
迄

の
自
治
会
が
合
同
し
て
「
南
中
曽
根
地

区
会
」
と
し
て
発
足
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
六
七
〇
世
帯
と
発
展
を
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
現
在
、

六
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
会
長
、

副
会
長
二
名
、
総
務
四
名
、
会
計
二
名
、

監
査
二
名
、
広
報
二
名
、
事
業
部
と
し

て
、
体
育
委
員
二
名
、
婦
人
部
一
名
、

青
年
部
二
名
、
正
副
組
長
一
二
名
の
組

織
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
月
第
一
土

曜
日
に
定
例
会
、
月
の
最
後
の
土
曜
日

に
は
四
役
会
を
開
き
ま
す
。

定
例
会
に
は
、
各
組
の
正
副
組
長
も

出
席
し
、
連
絡
・
報
告
事
項
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
各
年
度
事
業
遂
行
の

た
め
の
審
議
と
各
自
治
会
と
の
連
携
、

親
睦
の
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

南
中
曽
根
地
区
会
は
、
公
共
団
体
並

び
に
各
組
相
互
の
連
絡
を
図
り
、
南
中

曽
根
の
健
全
な
る
発
展
と
会
員
の
社
会

福
祉
の
増
進
と
親
睦
を
期
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業

計
画
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
理
事
会
（
随
時
）

二
、
本
部
会
議

三
、
地
区
定
例
会

四
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
（
ふ
れ

あ
い
in
中
曽
根
・
三
月
実
施
）

五
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

六
、
環
境
整
備
事
業
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）

七
、
市
関
係
事
業
へ
の
協
力

八
、
地
域
防
災
事
業
参
画

九
、
豊
春
地
区
事
業
協
力
参
加

十
、
地
区
内
の
小
・
中
学
校
と
の
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル

十
一
、
そ
の
他
役
員
会
で
の
決
定
事
項

結
び
と
し
て
、
地
区
会
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
in
中
曽
根
」

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

年
度
で
七
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

毎
回
、
地
区
内
の
清
秀
幼
稚
園
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
体
育
館
で
は
展
示
会

を
行
い
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
等
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
中
曽
根
」
を
民
生
委
員
と
婦
人

部
の
ご
協
力
で
開
催
し
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
、
大
人
も
子
供
も
一

緒
に
遊
ぶ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
等
々
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
の
清
秀
太
鼓
、
ザ
・
イ
ン
パ
ク
ト

に
よ
る
エ
レ
キ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
欲
張

り
ま
し
て
、
参
加
者
が
三
五
〇
名
を
超

え
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

南
中
曽
根
地
区
会
は
、
地
区
会
員
の

皆
様
の
心
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
、
そ
し

て
互
い
に
助
け
合
い
「
明
る
い
街
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
研
鑚
し
、
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
自
治
会
は
、
五
階
建
て
の

マ
ン
シ
ョ
ン
「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
せ
ん
げ

ん
台
」
二
棟
が
、
せ
ん
げ
ん
台
駅
の
東

口
よ
り
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
春

日
部
寄
り
で
、
東
武
線
と
国
道
四
号
線

の
間
に
建
っ
て
お
り
、
そ
の
住
民
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
線
路
寄
り
の
壱

番
館
と
四
号
線
沿
い
の
弐
番
館
と
で
三

一
四
戸
の
世
帯
数
が
あ
り
、
会
員
数
は

平
成
十
六
年
度
で
二
一
八
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
治
会
は
、
建
築
後
ま
も
な

い
昭
和
六
十
二
年
九
月
に
発
足
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
自
治
会
の
役

員
は
各
棟
よ
り
選
出
さ
れ
た
、
会
長
、

副
会
長
、
会
計
、
監
査
を
含
め
、
二
三

名
で
、
班
長
は
、
総
務
、
教
養
、
子
供
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
会
の

い
ず
れ
か
に
属
し
て
、
行
事
を
各
部
会

が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
公
園
清
掃
、

ウ
イ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
敬
老
と
入
学
児

童
へ
の
お
祝
い
、
及
び
「
自
治
会
だ
よ

り
」
の
発
行
、
広
報
配
布
等
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
以
外
の
大
枝
地
区
六
連
合
会
主

催
の
歩
こ
う
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
や
新
年

会
と
い
っ
た
行
事
が
、
他
の
自
治
会
と

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
自
治
会
独
自
の
行
事
と
し
て
は
、

夏
祭
り
が
な
い
代
わ
り
に
、
子
供
た
ち

を
主
に
対
象
と
し
た
ウ
イ
ン
タ
ー
パ
ー

テ
ィ
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に
隣
接
す
る
公
園

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
模
擬
店

や
子
供
ゲ
ー
ム
、
大
人
用
ク
ジ
な
ど
を

用
意
し
て
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

雰
囲
気
を
変
え
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
バ

ン
ド
に
依
頼
し
て
演
奏
会
で
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
三
年
振
り
に
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
青
空
の
下
で
み
ん
な
揃
っ
て
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
会
長
就
任
二
年
目
で
す
が
、
近

隣
地
区
の
催
し
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

周
り
の
様
子
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
は
集
合
住
宅
な
の
で
、

一
般
の
所
と
比
べ
て
転
出
、
転
入
が
大

変
多
く
、
賃
貸
も
数
あ
る
中
で
、
な
か

な
か
全
戸
が
自
治
会
に
加
入
し
て
頂
け

な
い
状
況
で
す
。

建
築
後
二
〇
年
余
り
が
経
過
し
て
住

民
の
高
齢
化
も
あ
り
、
家
庭
の
事
情
で

自
治
会
活
動
に
参
加
で
き
な
い
方
が
、

増
加
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の

問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
近

隣
自
治
会
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
通

し
て
、
多
数
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く

れ
る
よ
う
な
、
自
治
会
に
で
き
た
ら
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会æ

地
区
長

遠
　
藤
　
　
　
隆

会

長平
　
井
　
久
　
雄

ふれあいin中曽根

南
中
曽
根
地
区
会

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
自
治
会
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だ
い
ぶ
春
め
い
て
き
ま
し
た
が
、皆

様
お
変
わ
り
な
く
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
ほ
ど「
災
害
」と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
、台

風
、地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
く

発
生
し
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
す
。ま
た
、身
近
な
地
域
社
会

に
お
い
て
も
様
々
な
事
件
が
発
生
し
、

助
け
合
う
大
切
さ
を
一
層
感
じ
て
お

り
ま
す
。住
民
生
活
の
向
上
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
、自

治
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�
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豊野地区自治会連合会は、14の地区、自治会で構成し、加入世

帯数は、5,452世帯です。役員は、会長はじめ、副会長５名、事

務局長１名、会計２名、監査２名の組織で運営しております。会

議は４月の定期総会にはじまり、役員会、理事会を月１回のペー

スで開催しております。役員は、連絡や報告事項の徹底を図ると

ともに、活動事業遂行のための審議を行い、これらの審議内容を

理事会に諮り、各地区、自治会との連携や親睦を図り、より一層

のコミュニティを深めております。また、必要に応じて役員会を

開き、会運営の円滑化を推進しております。

連合会の事業は体育祭、親子スポーツフェスティバル、防災合

同訓練、各種募金の支援、春のクリーンデーへの参加、各小・中

学校への協力、社協豊野支部への協力、秋の視察研修、賀詞交歓

会などを行い、多くの皆様方との交流を深め情報交換を行ってお

ります。また、連合会では、豊野地区体育振興会、社協豊野支部、

消防第六分団、少年育成会、文化連盟、地域防犯推進協議会、交

通安全協会などの諸団体に助成金を拠出し、その活動への支援を

去
る
平
成
16
年
11
月
11
日
、
宮
城
県
仙
台

市
の
連
合
町
内
会
会
長
青
木
美
治
栄
氏
に
町

内
会
等
の
状
況
と
昭
和
53
年
６
月
に
発
生
し

た
宮
城
県
沖
地
震
の
体
験
時
の
講
話
を
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
新
潟

県
中
越
地
震
の
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
た
い

へ
ん
有
意
義
で
、
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

仙
台
市
は
、
１，
３
７
１
町
内
会
で
構
成
さ

れ
、
加
入
世
帯
数
は
３
９
３，

９
２
４
で
加

入
率
は
８
９
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
等
の
規
模
と
し
て
は
、
２，
３
５
５
世

帯
か
ら
４
世
帯
で
平
均
２
８
７
世
帯
で
す
。

な
お
、春
日
部
市
は
１
３
６
自
治
会
、５
５，

１
２
８
世
帯
で
加
入
率
６
９
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
当
市
と
同
様

で
す
。

さ
て
、
宮
城
県
沖
地
震
に
つ
い
て
で
す
が
、

発
生
後
、
行
政
も
他
の
機
関
も
迅
速
に
動
い

た
の
で
す
が
、
実
際
に
機
能
し
た
の
は
、
２

〜
３
日
後
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
一
番

初
め
に
動
い
た
の
は
町
内
会
で
し
た
。
道
路
、

家
屋
等
の
損
壊
に
よ
り
重
機
・
緊
急
車
両
が

活
動
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
自
分
の

家
族
の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
、
町
内
会
長

さ
ん
は
地
域
の
動
け
る
人
を
集
め
、
陣
頭
指

揮
を
取
り
、

怪
我
人
の
救

出
に
奔
走
し

た
そ
う
で
す
。

こ
の
時
ほ
ど
、

人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が

大
切
で
あ
る

と
強
く
感
じ

た
こ
と
は
な

か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
食
糧
な
ど
は
隣
近
所
が
あ
る
も

の
を
持
ち
よ
り
、
助
け
合
っ
た
そ
う
で
す
。

教
訓
と
し
て
は
「
３
日
間
は
自
分
た
ち
だ

け
で
生
き
抜
け
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と

し
て
は
、
あ
い
さ
つ
の
励
行
な
ど
言
葉
を
か

わ
し
、
と
に
か
く
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
地
域
の
親
睦
を

深
め
、
住
民
自
治
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

活
力
の
あ
る
自
治
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

し、活発な会運営が出来るように協力をしている。特に、高齢化社会の進展に伴う支部社協の活動の

あり方について検討を加えながら、単身・老夫婦世帯の見守り活動をより一層強化していく必要があ

ると考えております。その他、地域防犯推進協議会、少年育成会と協力して夏・冬季パトロールの実

施をし、子供たちを犯罪や不審者から守るように安心、安全をモットーに地域ぐるみで活動をしてお

ります。一日も早く安心して暮らせるように各地区、自治会のさらなるご協力をお願いし、より一層

の強化をし、住みやすく活力にみちた地域社会づくりを目指しながら、今後とも活動をして行きたい

と考えております。 豊野地区自治会連合会 会長　時　田　美野吉　


